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(これは後に先生が ｢法制史学会:於京著楓 で報告されました)｡ こうし
て先生とのお付き合いが6ケ月に及んだ頃 (その後もこの読替会は翌年2月ま
で続き､senecaに入ったところで終りました)､先生はまだ口外しないでは
しいのですが､京都大学-行くことになるかも知れないとこっそり語ってくだ
さいました｡翌年京都大学-変られました｡岡先生との勉強会は後で先生も
｢あのときのラテン語の勉強は非常に役に立ちました｣と仰ってくだきり驚い
ていますし､こんなに勉強しない学生を相手によく故障して下さったことに感
-94-
謝しています｡いまでも先生ほどの学者が私を相手にして下さったというだけ
で､驚いていますし､嬉しく光栄に誇りに思っています｡格の解釈､訳語の問
題､意味の不明瞭などいろいろな点でご致示くださったことなど今ではなつか
しく思い出されます｡
京都大学へ変られた後も資料のことなどで時々岡研究室を訪問させていただ
きました｡その頃先生は研究室でラテン語でわからないことがありましたら
｢彼に尋ねてもいいですよ- ･｣と同研究室の片隅で何やらゴソゴソされて
いた助手 (私の推測ですが)らしき青年の方を差して仰いました｡残念ながら
その方とは直接お話しする機会を持てませんでしたが･- 0
岡先生には単にラテン語にとどまらずギリシャ語やドイツ語のことまで相談
にのっていただきました｡フランス語は言うに及ばずイタリア語､ロシア語と
ヨーロッパのほとんどの語 を勉強されていた先生のご努力には敬服いたしま
す｡
以上岡先生との思い出を先生の30代後半の頃の一時期ではありますが､私の
記憶するままに､ほんとうは先生についてはもっと書きたいことがあるのです
が､なつかしく又残念なことになったという思いを交えながら､短い文の中に
綴らせて頂きました｡
私以上に先生から学恩を受けられた方々が大勢おられます中で､借越ながら
思いのまま書かせていただきました｡先生にはもっとご活躍して頂きたいと常
日頃考えていただけに､突然の言博鼓に接し痛恨の極みです｡これはもちろん私
一人だけのことではないでしょう｡
先生の生前のご功績をここに万感の思いを込めて賞賛したいと思います｡先
生のご冥福をお祈り申し上げます｡
平成12年8月
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